
２０１９年度日本雪工学会賞候補者募集
　2019年度「日本雪工学会賞」候補者を募集いたします。賞は「学術賞」、「学術奨励賞」、「技術賞」および「功労賞」の4種類です。下記要領をご覧のうえ、ご推薦下さい。
１．応募方法
　本会の正会員、団体会員、もしくは各委員会からの推薦、または自薦によるものとします。候補者は本会の会員であることが原則ですが、技術賞（個人が対象の場合を除く）については本会会員の推薦があれば、候補者が会員でなくとも応募できます。
２．賞の対象と賞候補の資格
(A) 学術賞
　日本雪工学会の会員であって、雪工学における学術あるいは技術に関する進歩発展に寄与する優れた研究業績のある研究者および技術者。原則として、最近5年間に日本雪工学会誌、日本雪工学会論文集、その他学会の刊行物に発表された業績を対象とします。
(B) 学術奨励賞
　対象とする範囲は学術賞に準ずるものとしますが、その研究がとりわけ独創性と将来性に富み、その研究を奨励することが適当と考えられるもの。原則として、40歳未満の若手の研究者および技術者を対象とします。
(C) 技術賞
　雪国に住む人々に役立つような技術開発、あるいはその技術を効率よく運用して自治体が実施している雪対策事業や雪を媒体とした町おこしなどの業績がある個人・団体を対象とします。なお団体が対象となる場合は、本会員の推薦があれば候補団体は本会会員でなくともよいものとします。
(D) 功労賞
　長年にわたり本学会の運営・発展に寄与し、顕著な業績をあげたと認められる本会会員を対象とします。

　なお、各賞の受賞要件の詳細については、日本雪工学会表彰規定（会誌およびホームページに掲載）をご覧下さい。
３．提出書類と応募締め切り


(1) 学会賞候補推薦書

１部
（推薦・応募には末尾の様式をお使い下さい）
(2) 候補者の略歴

１部
(3) 対象となる論文、報告等
１部
（必要に応じて資料を一部提出して下さい）
応募締め切り　2019年12月31日
４．審査・決定・表彰
　「表彰委員会」で審査し理事会で決定します。表彰は2020年度通常総会で行い、賞状と副賞を贈ります。また2020年度雪氷研究大会において、受賞記念講演をして頂きます。
５．提出先
　メール（kawasima@cc.niigata-u.ac.jp）、または書留で下記宛郵送して下さい。

〒950-2181　新潟市西区五十嵐２の町８０５０
新潟大学 災害・復興科学研究所
日本雪工学会表彰委員会　河島　克久
６．その他
(1) 提出書類は返却いたしません。
(2) 受賞決定は直接本人に通知します。また、受賞者は日本雪工学会誌に掲載します。
日本雪工学会　2019年度学会賞
推薦・応募用紙　　記入日　　　年　 月 　日
	賞の区分
対象となる賞を○で囲む
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	　Tel.       -        -              Fax.       -        -
　E-mail:
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　E-mail:
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（注1）対象となる業績が複数の論文となる場合は、必ず「総合題目」をつけて下さい。
（注2）このままコピーして選考委員による審査の資料となりますので、ワープロまたはタイプでご記入下さい。なお、手書きの場合には、インクまたはボールペンでお願いします。
